
提案技術の革新性等の特徴

【新規性】

システムの簡素化、省スペース化、スマートオペ

レーション化により建設費、維持管理費を低減した脱

水乾燥技術

・主要機器点数の低減 （従来10点→提案4点）

・省スペース化（50%低減）

・自動制御によるスマートオペレーション化

（人件費削減、運転管理の効率化）

【独創性】

有効利用の用途に応じて幅広い乾燥汚泥含水率

の調整を容易とした脱水乾燥技術

・脱水汚泥の性状（細粒状および低付着性）を利用

し、かつ乾燥機内構造物がなく付着や摩耗のリス

クがない

・多様な有効利用に対応した含水率（10～50％）の

乾燥汚泥が製造可能
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実証概要
中小規模の下水処理場を対象とした脱水乾燥システム（機内二液調質型遠心脱水機＋円環式気流乾燥機）を用いて、乾燥
汚泥を製造し、肥料化、燃料化などの多様な有効利用への適応性や、設備の性能、ライフサイクルコスト縮減等を実証する。

有効利用

緑農地

発電事業者

コンポスト工場

機内二液調質型遠心脱水機
から排出された細粒、低付着
性汚泥を直接乾燥機へ導入

脱水乾燥システム
機内二液調質型
遠心脱水機

（中小規模下水処理場）

円環式気流乾燥機

提案技術の概要

脱水乾燥システムによる下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証事業

幅広い水分調整による多
様な有効利用への対応

汚泥の性状を利用し、
構造やシステムの簡
素化による低コスト化
を実現
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